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多くの特産物や史跡を知っていた。例えば , 山田錦 , 桃 ,




































































































































































































































































































































てきた。また Plan 段階と Do 段階は，阪上ほか（2019）
と森ほか（2019）でその成果を公表した。これらを受け





































的には，Project WET International Foundation　（2005） の
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          【知識及び技能】 
◯５つの産業が加古川流域とどのように関連して発展したのかを原料立地や流通を視点に考えることができる。     
【思考力，判断力，表現力等】 
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